






























































































































































































































































































































































































































































































































　　 　大正四年の十二月に、いろ 〳 〵な苦しいごた 〳 〵揚句、漸く今の妻を携へて、私は大阪
から東京へ出て来る事が出来た。（254）
　　 　前に云つたいろ 〳 〵なごたつきの間、本当に純一だつたと云つてもいゝ迄に日夜昂奮し
続けて居た私と、妻の昂奮の度合に、可成りな隔たりが生じて来た為め、胸を掻き毟り度
いやうな、もだ 〳 〵した癇癪の揚句、時には本当に叩き殺してやらうかと思ふ事があつた。
それは勿論憎みから殺すのではなく、深く愛するから殺し度くなるのだつた。若し私が殺
してしまつたとしたら——このシチュエーションに自分を置いて、前年の書きかけを役立
てながら、五日程で書き上げたのが、あの題のつけてない小説だつた。（256-257）
このように、夏絵の死をきっかけに、隔たりの生じたおまさへの殺意から書かれたのが「無題」
である。そして、この「無題」において、里見は初めて一人称小説の地の文に「俺」を使用した。
　志賀の作品における「俺」の使用は、「挿話」1 作品のみであり、その使用について、下岡
（2005）は「この作品では退役軍人である「俺」により戦時上での体験が明かされているのだが、
同期生の言動に「我慢し切れなくなつて、いきなり横面を力まかせに撲つてやつた」と自ら語
るような語り手の性質が、その自称「俺」を選ばせたものと考えられる」（p.18）と説明している。
このような「俺」という人物の横暴さは、里見の「無題」「荊棘の冠」の「俺」を使う人物と
共通するものであり、先にあげた佐久間（1943）に述べられている「俺」という人称代名詞の
特徴から導かれるものであろう。一方、それぞれの作品の初出に注目すると、志賀の「挿話」
は1922年、里見の「無題」は1916年であり、里見が志賀の「挿話」に影響されて「無題」を
書いたとは考えにくい。おそらくは、殺人を犯した人物という位相から「俺」を選択したので
あろう。しかし、「俺」を使用したからこそ、「君と私」では成しえなかったありのままを吐露
した心境小説が可能になったと思われる。先の随筆でおまさへの殺意は、「勿論憎みから殺す
のではなく、深く愛するから殺し度くなる」と述べているが、「無題」では「俺は唯、どんな
にお吉を愛してゐたか、また今も愛してゐるか、それが書いて置きたかつたのだ」（一316）と
書いていた「俺」は、4 章で引用したとおり、最後に「お吉なんかちつとも愛してはゐなかつ
た！」と自身のお吉への愛情を否定している。さらに、注目すべきは、自身をエゴイストとし
て、「総てのエゴイズムに呪いをかける！」と書いていることである。「君と私」について弁解
した、前述の手紙で里見は「必竟僕は他人の迷惑などを考へないエゴイストだつた」と述べて
いる。また、この手紙をきっかけに、大阪に家出をする。里見は以前から、ずるずるべったり
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の関係である志賀との距離を取りたかったが、なかなか叶わなかった。家出という形で物理的
に距離をとることができたのは、この「君と私」をめぐる志賀とのやり取りであろう。そして、
大阪から初めて出した志賀への手紙（1913年10月20日）は、「今日は俺から先へ書く」から始
まる。この一文はまさに志賀への挑戦状のようであり、志賀宛書簡で「俺」を使うのはこれが
初出となる7）。そのような人称代名詞である「俺」を使用した「無題」は、「君と私」で自己を
曝け出すことのできなかった里見が、夏絵の死をきっかけに、芸妓であったおまさへの本心8）と、
そんなおまさと周囲の反対を押し切ってまで結婚した自身の矛盾を洗いざらい曝け出した作品
だといえるだろう。
６．おわりに
　以上、人称代名詞の使用から里見弴の一人称小説の特徴を確認した。まず、人称代名詞の
種類としては、「私」「俺」「予」「僕」「わたし」「あたし」が見られ、「私」の使用がもっとも
多いことが確認された。さらに、「私」を使用する作品の多くは、里見自身をモデルとしたも
のであり、いわゆる「私小説」であった。また、「私」が使用されている一人称小説は、語り
手が過去を回想する自叙伝的な小説であり、過去の自分自身を客観的に描き出すために、「私」
が選択されたといえる。一方で、「俺」「予」「僕」「わたし」「あたし」を使用している「荊棘
の冠」や「喜代女日記抄」は、里見をモデルにしたと明確にわかるものではなく、語り手が過
去の自分自身を客観的に描き出したものとは言い難く、一人称が作者と全く別人であった白樺
派以前の一人称小説へと回帰しているものである。さらに、里見の一人称小説においては「自
分」という人称代名詞が使用されていないのが特徴である。これには志賀への対抗意識が影
響していることを述べた。一方で「無題」は「俺」を使用することで、「君と私」では成せな
かった里見自身の醜さや自己矛盾をありのままに書くことに成功した作品だといえる。大西貢
（1998）は、「無題」について、「志賀直哉が、『過去』で《千代》の事を描いた以上の描き方
で、結果的に《お吉》との関係及びその姿を徹底的に醜い面をも含めて描いた」（p.35）と述
べている。彦坂佳宣（1983：172）によれば、二葉亭四迷の『浮雲』、尾崎紅葉の『金色夜叉』、
森鷗外の『青年』では、「おれ」が独白の場合に使われていることが指摘されており、里見は、
このような「俺」という人称代名詞を「無題」において選択することで、「自分」を多用した『白
樺』の同人とは一線を引いた一人称小説を書くことに成功したのである。
※　 本稿で里見弴の作品および随筆を引用するにあたっては、筑摩書房刊行『里見弴全集』全
10巻（1977-1979）を使用した。全集に収められていない随筆は、『朱き机に凭りて』（金
星堂、1921年）を使用した。また、志賀直哉宛書簡は、岩波書店刊行『志賀直哉全集別巻』
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白樺派・里見弴の一人称小説の地の文における人称代名詞
（1974年）を使用した。いずれにおいても、旧かな・ルビ・傍点は原文のママとし、旧字・
異体字は新字体に改めた。引用には括弧の中に、全集の巻数を漢数字で、ページ数を算用
数字で示した。
注
 1 ）近代の小説に使われている「自分」については、遠藤好英（1983）に、「二葉亭四迷の翻訳小説の後
を受けて、明治期には嵯峨の屋御室・高瀬文淵・国木田独歩・田山花袋・島崎藤村等の作品に見られ
るのである。大正期に入っては寺田寅彦・夏目漱石・鈴木三重吉等の小説に加えて、漱石門下の人々
の、多く『ホトトギス』に発表された評論文にも「自分」による文章が指摘され、武者小路の小説を
中心とした白樺派の作品に多いことへとつながるのである」（p.189）と触れられている。
 2 ）里見弴の文体については、拙著（2009）において大阪方言が使われている作品の自称詞・対称詞・尊
敬語について総覧した。
 3 ）「私」についてはルビがないため、「わたくし」と読むか、「わたし」と読むかが問題となる。現行の「常
用漢字表」（2010年11月30日告示）では、「私」の読みは「わたくし／わたし」とされているが、本稿
では「私小説」に倣い「わたくし」と読むことにした。そのため、「私」以外の人称代名詞にひらが
な表記の「わたし」を含めている。
 4 ）松村定孝（1956）・大西貢（1996）など。
 5 ）『白樺』創刊のメンバーであり、里見の兄である有島武郎の志賀宛書簡を見ると、「私」を用いて丁寧
体で書かれている。志賀より有島武郎のほうが年上であるため、これらの使用には、志賀との距離が
感じられる。
 6 ）「銀語録」による。
 7 ）志賀直哉宛書簡に登場する「俺」は、この1913年10月20日の書き出しと、志賀に没交渉を求めた1916
年 5 月20日の 2 例のみである。1916年 5 月20日の手紙での使用は、「さう云はれゝば近頃僕は段〻古
い友達からのけ者にされるやうな傾向は気がついてゐた。然し僕は今までそれが僕の礼儀を無視する
所から起つてゐやうとは夢にも知らなかつた。俺は礼儀と云ふことは特別に注意もしなかつたが礼儀
のない人間は僕も大嫌だ。」である。この手紙には、自己弁解が多く「僕」が多用されている。その中で、
唯一ここで「俺」を使ったのは、志賀を含めた古い友達への対抗意識を表現したように見受けられる。
 8 ）大西（1997）は、里見が芸者との結婚に踏み切ったことを「根本的には、志賀直哉への当てつけと、
挑戦ではなかったか」（p.22）として、「《山中まさ》と結婚しなければならない必然性が無いにも拘ら
ず、意地を張って、結婚しようとしたので、もともと《山中まさ》に、それ程の魅力がないが故に《お
しげ》の女性としての魅力を描きたくても描く事が出来なかったのではないであろうか」（p.37）と述
べている。さらに、大西（1998）によれば、「里見弴にとって、命賭けとも言い得る努力をして、周
囲の反対を押し切り、周囲を納得させて、結婚はしてみたものの、いざ結婚生活に入ってみると、理
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想と現実との間には、予想も出来ない困難と隔たりとがあったと想像される」と述べている。
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